
















  本稿は、Journal of  Medical Ethics, Volume 27（October 2001)の別冊に収められた中
絶についての論文集の内容を紹介するものである。 
 

















































































































































































（Silvers, Wasserman and Mahowald, Di abili y, Difference, Discrimination, 1998）とす
れば、障害そのものと障害者を混同すべきでないとか、障害はあるよりないほうがいいと
いう相対的評価の対象でしかないといった議論は、十分な説得力がないであろう。 
s t
 
女性と医療と障害者の現実に根差した倫理的な対話はまだ始まったばかりである。それ
ぞれの現実と確実にかみ合い、それぞれの自律を保証しうる適切な制度の形成に参与しう
る倫理が求められているのである。 
